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新型コロナウィルスの影響で外部の大学や企業への派遣が困難になり、代替案としてオン

ラインで学会発表を行うことにした。2021 年 3 月 15 日から 19 日までの 5 日間に行われ

た、American Physical Society March Meeting 2021 において、口頭発表を行った。この学

会において、特に自身の研究に関連したトポロジカル物質関連の発表をメインに講演を聞

いた。特に私は、磁性体におけるマグノンのトポロジカル相に関連するセッションで発表を

行い、質疑応答を通して海外の研究者と議論した。自身の研究領域と大きく重なる内容の講

演でまとまったセッションであったが、海外の研究者がそれぞれその中でどのようなこと

に興味を持っているのかが感じとれてよかった。オンラインでの開催で、時差の関係もあり

日本では深夜の時間に発表されるものも多かったが、海外の研究者の講演をリアルタイム

で多く聞ける機会なのでその週は遅くまで起きていた。 

オンラインでの発表の様子


